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研究成果の概要（和文）：日本と韓国の歴史学研究者・教育研究者・高校教師の間で共同研究を行い、計5回の国際シ
ンポジウムを開催し、その都度、日韓共通歴史教材案の報告集を作成し、教材案の検討を行ってきた。
　教材作成にあたっては、日韓で共有しうる学習テーマ（古代～現代）を挙げ、それを協同で練りあげるスタイルを採
用してきており、従来の歴史叙述ではなく、高校の歴史授業に即して「歴史資料」と「発問」で構成されている。
　その結果、「1章：文化理解」、「2章：現代的課題」、「3章：時代別テーマ（前近代と近現代）」、「4章：地域史
」という4つの領域を設け、計4章45節の教材案を作成するに至った。

研究成果の概要（英文）：The project members are researchers on East-Asian history and education as well 
as high school teachers from Japan and Korea. We held five international symposiums, where the drafts of 
teaching materials composed by each member were examined.
Before composing the drafts, we had discussed what should be picked up as common topics to be studied by 
Japanese and Korean students. We, Japanese and Korean members cooperated to make the drafts feasible 
ones. As a result, we composed teaching materials that combined raw historical documents with some 
questions for students to answer. They are designed to fit actual classroom activities rather than 
following the descriptive style of conventional textbooks.
Our final product is a collection of materials that can be divided into four distinct categories 
according to their themes-- cultural understanding, present-day problems, studies on specific eras (the 
pre-modern and the early-modern) and regional histories.
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１．研究開始当初の背景 
(1)研究代表者及び研究分担者らは、平成 9
年から平成 17 年までの間、日本と韓国で 15
回のシンポジウムを開催し、日韓共通の歴史
教材作りを行ってきた。その成果として、日
韓両国の高校歴史教科書を分析した歴史教
育研究会編『日本と韓国の歴史教科書を読む
視点』（梨の木舎）や、実践研究をふまえた
歴史教育研究会編『日本と韓国の歴史共通教
材をつくる視点』（梨の木舎）などを刊行し、
最終成果として、平成 19 年に歴史教育研究
会（日本）・歴史教科書研究会（韓国）編『日
韓歴史共通教材 日韓交流の歴史－先史か
ら現代まで－』（明石書店、以下『日韓交流
の歴史』と記す）を日韓同時に刊行した。『日
韓交流の歴史』は、両国の歴史や交流の展開
を、時代ごとに具に検証して、先史から現代
に至る交流の全体像を歴史教材として提示
した点に特徴があった。 
 
(2)『日韓交流の歴史』の課題としては、授
業で活用する上で、育てるべき生徒の思考力
や歴史資料を扱うスキルに関する配慮に不
十分な点がみられた。また、共同研究中にも、
日韓をめぐる歴史認識の状況は大きく変化
したほか、考古学上の新発見や現代史の見直
しを迫る新史料の発見があり、教材の叙述内
容の変更が必要になった。 
 
(3)近年、韓国教育部が高校の歴史科目「東
アジア史」を新設・実施に至っており、この
科目が、『日韓交流の歴史』を含む共通教材
をめぐる議論の高まりを素地にして構想さ
れ、自国史にとらわれることなく、東アジア
の歴史・文化を客観的に理解することを目標
としている。こうした韓国側の新しい動向に
応えるべく、日本でも日本史・韓国史の歴史
叙述・歴史認識の可能性を再度検討し、高校
の教育現場で実際に用いることが出来る教
材づくりを目指すことが急務となっている。 
 
２．研究の目的 
(1)日本・韓国双方の歴史研究や教育研究の
成果を踏まえて、日韓の共同研究を計画し、
歴史問題や自国史を越えた相互理解と歴史
認識の共有を目指して、高校の授業で活用に
資する日韓共通の歴史教材を作成すること
である。 
 
(2)歴史研究者や歴史教育研究者のほか高校
現場の教師も加わって、具体的な教育実践を
目指した教材作成を行う。その際、先史から
現代までを網羅した研究を目指すとともに、
韓国側の研究者との共同研究を企画するこ
とで、日韓両国の高校生や教師らの歴史認識
や歴史意識の創造に大きく寄与することが
可能である。 
 
３．研究の方法 
(1)本研究の 3 年間の取組みは、日本と韓国

の歴史研究者や歴史教育者、高校現場の教員
らが、国内での研究会を踏まえ、日韓国際シ
ンポジウムを実施し、最新の研究動向を相互
に理解し、教材案を検討・作成する。 
 
(2)本研究は、日本と韓国両国に共通する高
校生用の歴史教材を作成することを目的と
しており、そのためには両国で『日韓交流の
歴史』の成果と課題を総括した後、新しい教
材のテーマ案と内容を時代別の分科会や全
体会で検討することが必要である。また、計
画的、継続的に国内の研究会とシンポジウム
を積み重ね、研究・調査活動を通して教材に
必要な史料の収集を行ない、作成した教材に
ついては現場の実践を経て検証を行う。 
 
４．研究成果 
(1)平成 25 年度は、平成 26 年 1 月に第 1 回
日韓国際シンポジウムを開催し、歴史教育研
究会編『日韓交流の歴史』の成果と課題、韓
国の高校の選択科目「東アジア史」の現状と
課題、の 2つのテーマで、日韓双方の報告及
び討論会を行った（会場：國學院大學）。そ
こでは、自国史の相対化の重要性や、日韓相
互の文化の類似性・相違点に着目する大切さ
が確認されたほか、韓国における高校新科目
「東アジア史」において思考力や言語能力を
重視する PISA 型の学力観への対応が確認さ
れ、目指される共通教材についての意見交換
がなされた。そして、シンポジウム開催に当
たっては、『日韓国際シンポジウム「日韓歴
史共通教材の新たな地平を目指して」 歴史
教科「東アジア史」をめぐる動向と日本の動
向 報告集』（平成 26 年 1 月）と、『日韓国
際シンポジウム「日韓歴史共通教材の新たな
地平を目指して」 日韓歴史共通教材の射程 
報告集』（平成 26 年 1 月）、の 2 つの報告集
を作成した。 
 
(2)平成 26 年度には、日韓国際シンポジウム
を、平成 26 年 8 月（会場：韓国放送通信大
学校）と平成 27 年 1月（会場：國學院大學） 
の 2回にわたって開催し、日韓歴史共通教材
案の検討を行った。シンポジウム開催前には、
それぞれ『日韓合同研究会「日韓歴史共通教
材案 報告集」No.１』（平成 26 年 8月）、及
び『日韓国際シンポジウム 日韓歴史共通教
材案 報告集 No.２』（平成 27 年 1月）、の
2 つの教材案の報告集を作成した。 2 度の
シンポジウムと通して、高校の授業に必要不
可欠なテーマを厳選して項目立てし、「Ⅰ章 
文化にふれる（を理解する）」「Ⅱ章 歴史問
題を考える」「Ⅲ章 時代別テーマ（前近代
編）」「Ⅲ章 時代別テーマ（近現代編）」「Ⅳ
章 日本と韓国を歩く」、の４章立ての構成
や書式設定、分量等についても、日韓両国で
一定の合意をみた。 
 
(3)最終年度の平成 27 年度には、日韓国際シ
ンポジウムを、平成 27 年 8 月（会場：國學



院大學）と平成 28 年 1 月（会場：國學院大
學）の 2回にわたって開催し、日韓共通の歴
史教材案の検討を行った。全 5回にわたる国
際シンポジウムを通じて、日韓の研究者・教
師らが実践的な角度から教材の価値を議論
し、日韓で共有しうる学習テーマ（古代～現
代）を挙げ、それを協同で練りあげるスタイ
ルを採用した。教材案は、従来の歴史叙述で
はなく、高校の歴史授業に即して「歴史資料」
と「発問」で構成されている。その結果、「1
章：文化にふれる（文化理解）」、「2章：歴史
問題を考える（現代的課題）」、「3章：時代別
テーマ（前近代と近現代）」、「4章：日本と韓
国を歩く（地域史）」という 4 つの領域を設
け、計 4 章 45 節の教材案を作成するに至っ
た。教材案作成にあたっては、『日韓国際シ
ンポジウム 日韓歴史共通教材案 報告集 
No.３』（平成 27 年 8 月）と『日韓国際シン
ポジウム 日韓歴史共通教材案 報告集 No.
４』（平成 28 年 1 月）、の 2 つの報告集を作
成した。また、3 年間のシンポジウムの足跡
や研究活動の成果と課題を『日韓国際シンポ
ジウム 最終成果報告書』（平成 28年 1月）
にまとめた。現在、新学習指導要領の検討が
進められ、高校新科目に、近現代史を中心に
世界史と日本史を融合した「歴史総合」（仮
称）の新設が検討されているが、本研究の成
果は、そうした新教育課程を考える一助とな
る。 
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